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訂正

.cd 1月10号の〔市の条例で定めた業
者の扱取料金〕の中で'J、口牧集料18リ
ットルにつき 15円は20円のあやまり
A大村市財政事情説明書第3面の6・昭
和36年度特別会計l投入支凶状況とある
のは昭和37年のあやま りでした。
おわびして訂正をいたします。
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所
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印刷所 つじ印刷所

役

行

市

発

村

〈毎月1日.10日.to日発行〉(一)

大村市の人ロヵ

(10月末現在) J 
12.212世帯 ( 8 )‘内
55.140人 (13Dは

{男 18J35{3111
女 28.745 (41) a 

増 551 出生 92 転入 459~

減419死亡 Zl転出 398

火
災
の
多
く
な
る
季
節

タ
バ
コ
の
火

暖

房

器

具

に
充
分
注
意
を

定 価 一部五 円

秋の火災予防週間

火
殺
点
幹
υて
く
だ
さ
い

石
油
コ
ン
ロ
、

ガ
ソ
リ
ン

コ
ン
ロ
、
プ
ロ
バ
ツ
ガ
ス

コ
ン
ロ
等
を
使
ろ
場
合
は

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
お
か
な
い
よ
ろ
に
住
意

① 

② 

し
て
く
だ
さ
い
。

石
油
や
ガ
ソ
リ
ン
老
給
油

す
る
と
き
は
必
ず
火
老
消

し
、
と
ほ
れ
た
と
き
は
よ

く
ふ
き
と
っ
て
く
だ
さ
い

町
熱
器
や
電
気
器
具
類
を

④ 

使
う
と
き
は
必
ず
コ
ン
セ

ン
ト
を
と
り
つ
貯
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
-

電
気
器
具
類
は
無
理
を
し

な
い
、
正
し
い
取
扱
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
"
に
故
障
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
と
き
は
、
電
気

会
社
な
ど
に
調
べ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
や
か
ま
ど
な
ど

の
煙
突
は
周
囲
の
板
壁
や

天
井
な
ど
の
可
燃
物
か
ら

十

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

以

一

同

つ

い

て

は

と

の

資

金

の

融

資

が

川

上

は

な

し

て

取

付

け

て

く

而

で

き

る

ζ
の
制
度
に
基
く
'資
金
川

了

組

合

連
合
会
H
五

千

万

円

山

だ

さ

い

。

日

会

ば

乙

耕

作

組

合

共

千

万

円

の

融

買

意

義

重

費

の

八

川

喜

煙

突

な

ど

が

か

べ

な

一

川

考

ま

す

の

で

近

缶

充

実

し

て

A
農
産
物
巻
原
料
ま
た
は
材
料
と
割
に
雪
芝
額
以
内
と
す
る
山

ど

と

接

触

し

て

い

る

と

と

一

…

ぎ

た

農

業

協

同

組

合

系

統

の

金

し

て

使

用

す

る

製
造
や
加
工
の

借
入
希
望
書
農
業
近
代
化
資

山

ろ

に

は

ブ

リ

キ

板

家

主

一

…

融

機

関

の

資

金

や

活

用

す

る

乙

事

業

、

建

物

ω貯
蔵
の
事
業
金
借
入
申
量
疋
副
五
部
議
山

頃

石

定

め

て

く

だ

さ

一

…

と

と

な

り

新

た

に

と

の

農

業

近

ま

た

ほ

農

業

生

産

に

必

要

な

資

属

農

協

に

提

出

す

る

と

と

。

一

一

川

代

化

資

金
制
度
が
創
設
さ
れ
利

材
内
製
造
の
事
業
を
主
た
る
事
融
賓
機
関
は
そ
の
貸
付
に
あ
た
叫

①

カ

マ
ド
の
周
囲
に
は
、
ゎ
一
川

子

補

撃
に
つ
い
て
助
成
す
る
業
と
し
て
き
株
式
会
社
主
り
債
務
保
証
が
必
要
で
あ
る
と
山

ら
や
柴
な
ど
燃
え
や
ず
い
一
…

乙
と
と
な
っ
た

の

で

あ

り

ま

す

千

万

円

考

え

ら

れ

る

も

引

に

つ

い

て

は

叫

も
の

は

お

か

な

か

よ

う

に

一

川

山

一川

ω小
額
融
資
を
ざ
け
る
た
め
最
低

借

入

申
込
の
際
基
金
協
告
に
対
幽

し
て
く

だ

さ

い

。

一

"

幽

⑦
平
供
の
灯
遊
に
よ
る
火
災
一一

貸

付

の

対

象

お

よ

び

貸

付

限

度

額

価

額

霊

高

と

し
一
万
円
未

し
債
務
保
証
的
委
託
申
込

寿

一

一

剛

満

は

切

捨

て

る

も

の

と

す

る

。

ろ

乙

と

が

で

沼

る

。

貸

付

に

係

山

も
最
近
多
く
な
っ
て

き

ま

一

山

山

一
川
ム
揖
業
を
嘗
む
個
人
H
百
万
円
会
社
で
慢
民
五
人
以
上
が
構
成
制
同
一
の
融
資
苅
象
に
つ
き
乙
の
る
事
業
は
当
該
貸
付
を
受
け
て

叫

し
た
。
よ
く
注
意
を
し
て
一
副一山
知
事
が
そ
の
者
の
農
業
経
営
の
員
ま
た
は
出
資
者
と
な
っ
て
い
資
金
井
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資

か
ら
六
カ
月
以
内
に
完
了
す
る
川

く

だ

さ

い

。

一

一川

規
模
等
脅
勘
案
し
、
と
く
に
必
る
も

ωお
よ
び
腫
民
五
人
以
上

金
と
の
怖
調
融
資
は
行
わ
な
い
乙
ど
と
わ
借
入
者
は
事
業
完
了
川

饗
鶏
養
豚
の
保
温
用
の
火
一
"一
川
要
と
認
め
て
承
認
し
た
も
の

H

で
組
織
す
る
団
体
H
一
千
万
円
削
国
占
え
た
は
地
方
公
共
崎
体
等
の
後
九
日
以
内
に
事
業
完
了
報
告
山

気
に
よ
る
火
災
も
多
い
の
一
一
川
コ
百
万
円
ム
興
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同
補
助
金
の
交
付
を
受
付
た
事
業
替
港
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
川

で
構
造
を
完
全
に
し
て
く
一
一川ム
合
名
会
担
、
合
資
会
社
、
有
限
組
合
連
合
会
日
豆

千

万

円

に

つ

い

て

補
助
事
業
費

部

分

に

(

農

綜

課
)
叩

だ
さ
い
。
(
消
防
本
部
)
一
山
-EE--EEE---=======主
主

主

司

農
業
資
金
の
作
り
方

〔
農
業
近
代
化
資
金
の
制
度
〕

乙
の
制
度
は
農
業
経
営
の
改
善

を
は
か
り
農
業
の
近
代
化
を
推

進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
拘
の
各
種
の
鮪
策

と
な
ら
ん
?
家
畜
の
導
入
、
贋

作
業
の
機
械
化
や
農
業
関
係
の

生
産
施
般
な
ど
の
整
備
拡
充
の

促
進
そ
は
か
る
乙
止
が
必
要
で

』=
・2
・z-ZE--ZZEz--z--------zzz--==-
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zz
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z---z--ZE---z=・・
2
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恒
例
の
全
国

-一一
火
災
予
防
週
間

日

一一

が
本
年
も
十
一

月

一一
月
二
十
六
日
か

口

一一一
ら
十
二
月
二
日

~一一
一
ま
で
実
施
さ
れ

日
一
ア
ま
す
。

川
一
一
一
本
年
は
と
く
に

げ

一一火
災
予
防
に
重

1
一で

髪

室

消

防

団
員
が
家

庭

を

-
恒
例
の
市
内
申
学
防
駅
伝
競
定
二
一
区
-
瀬

博

肪
門
レ
た
り
放
水
演
習
や
い
ろ
い
一
は
今
年
で
十
一
回
忌
む
か
え
、
玖
一

(
鈴
中
A
)

ろ
の
訓
練
を
行
な
ろ
予
定
で
す
。
一
島
崎
海
水
浴
場
入
口
と
松
原
の
火
一三
区

西

山

一
雄

市
民
の
み
な
さ
ん
も
火
災
そ
起
き
一
力
勢
電
一
附
入
口
の
折
返
し
コ
ー
ス
一
(
郡
中
A
)

な
い
よ
う
つ
ぎ
の
点
に
充
分
注
意
一
で
十

一
月
十
μ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
一
浦
邦
夫
(
西
申

し

て

く

だ

さ

い

。

一

し

た

。

一

A
V

ω
寝
た
ば
乙
で
火
事
を
お
乙

一
そ
の
成
積
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
一
四
区
溝
上
正
典

す
と
と
も
あ
り
ま
す
。

一ム
団
体

一
位
西
大
村
中
学
校

一

(
西
中
A
)

ま
た
タ
バ
コ
の
の
み
捨
て
一

A
チ
l
ム。

一
五
区
中
野
晴
由

は
h
F

っ
と
も
危
険
で
す
。
一
同

一
位
六
村
中
単
綬
A
チ

一

(

西

中

A
)

必
ず
火
卓
伊
油
消
じ
て
捨
て
て
一

l
ム。

一
六
区
浦
川
好
則

く
だ
さ
い
。

一

第
三
位
郡
川
一
宇
校
A
チ

ー

ム

{

西
申
A
)

コ
タ
ツ
は
安
全
段
構
造
に
一

ム

区

間

一

位

(

教

育

委
員
会
)

し
、
州
制
的
と
き
は
よ
く
一
一

区

溝
江
章
二
(
大
中
A
)

市
内
中
学
校
駅
伝

一
着
は
同
タ
イ
ム
日
分
何
秒

E
f

第一
}
聞
大
村
有
剣

仲

間

応

道

大

会

は

十

-
月
十

信

明

い

一

日
大
村
小
学
校
講

涜

で

…

堂

で

午

前
九
時
よ
り

-E
会
…
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

土

大

山

乙
の
大
会
に
は
十
八

寸

道

一

チ

l
ム
の
百
六
十
二

F
J

剣
…
名
(
女
子
剣
士
五

一

年

当

が

参
加
し
ま
し

チ

少

定

。
成
積
は
昨
中

1

J

F

優
勝
の
池
田
A
ヂ
l

l

-vu
ょ
が
優
勝
レ
一一
位
は

初

引

赤

佐

古

チ

ー
ム
三
位

は
微
神
堂
チ
ー
ム
で

し
た
。

⑤ 

年
末
の
中
小
企
業
振
興
資
金
の
貸
付
を
行
い
渓
す

今
年
か
昼
間
内
の
各
金
融
機
関

で
も
申
込
を
受
付
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

A
貸
付
機
関
H
市
内
の
十
八
、

親
和
、
(
各
支
白
)
九
州
相

原
動
機
付
自 Z
転:
草 i

イ:
クj

の:
標 j
i哉 F
を
取
替

原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
}

一替
日
時
働
所
は
通
知
し
て
お
り
ま

の
棋
識
を
つ
ぎ
の
日
麗
に
よ
り
取
一
す
の
で
掴
定
日
に
必
ず
取
替
え
て

替
え
ま
す
。
所
有
者
に
は
別
に
取
一
く
だ
さ
い
。
(
税
務
幌
)

11 

区地

H

付
H

大西

11 '〆

互
、
長
崎
相
互
、
情
用
金
庫

ム
申
込
万
法
H
大
村
商
工
会
融

所
お
よ
び
各
金
融
機
関
に
所

定
の
申
込
書
に
よ
り
申
込
む

と
と
。

A
貸
付
対
康
H
大
村
市
内
に
一

年
以
上
の
営
難
実
績
を
有
す

る
企
業
者
。

A
資
金
の
使
途
H
運
転
資
金

ふ
償
還
期
間

H
六
カ
月
以
内
。

ム
償
還
方
法
日

一
括
ま
た
は
劃

賦
償
還
ζ
す
る
@

ム
貸
付
限
宵
一額

u一
ニ
十
万
円
以

内
ム

利

率

H
日
歩
一
-
館
五
厘
、

保
証
料
五
厘

Aω
保
講
人
H
二
名
目以上

ム
申
込
銅
間

H
十
-
月
=
十
日

よ
り
三
十
日
ま
で
(
商
工
水
産
瞬
)

電
話
加
入
権
を
公
売

甫
税
滞
納
じ
よ
り
、

差
押

え

た

日

午

前

十

-

時

三

十

分

家

畜

商

の

免

許

会

と

り

た

い

か

財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り

公

売

い

た

ム

日

本

電

信

電

話

公

社

の

譲

渡

承

た

は
つ
ぎ
の
と
恥
川
家
畜
幻
講
習

レ

ま

ず

。

認

が

得

ら

れ

な

い

場
合
は
売
却
売
明
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の
要
領
会
が
開
か
れ
ま
す
内
で
、
帯
構
し

買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
決
定
を
取
り
消
引
た
し
ま
す
で
発
明
巡
凶
相
談
を
開
催
し
ま
す
で
く
だ
君
い
3

に

、

回

鑑

と

買

受

代

金

持

撃

の

う

公

売

物

件

ム

巡
回
相
談
の
内
容
特
許
実
用
実
ム
日
時
樋
-附

え
C
参
集
く
だ
さ
い
r
。

出

願

手

続

き
な
ら
び
に
出
願
中

十
二
月
三
日
J
四
日
佐
世
峠

ム
，H
時
十
一
月
三
十
日

①
電
話
加
入
権
大
村
局
八
干
四

の

諾

注

意

事

項

、

そ

の

他

市

矢
面
町
総
省
会
館

午
前
十
時

百

二

十

六

番

ム

日
時
お
よ
び
場
所
十

一
月
二
十
十
三
月
六
日
J
U
H

長
崎
巾

ム
公
売
場
所
市
税
務
課

②
電
話
加
入
権

大
村
局
=
千
四
四
日
(
土
曜
日
)
午
前
十
時
よ

'立
山
町
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

ム
公
売
断
法

一
般
競

争

入

札

百

四

十

番

り

市

商
工
水
産

課

ム

申

込

宵

法

u受
講
願
、
自
筆
の

ム
公
売
保
証
金

見
積
額
山
百
分
⑥
電
話
加
入
権
大
村
局
ニ
千
エ
ム
購
師
発
明
協
会
県
支
部
よ
り
履
歴
書
に
受
講
料

て
百
問
そ
え
て

の

十

百

五

十

番

{

商

工

水

産

課

)

当

日

会

場

で

。

ム
代
金
納
付
期
限
十
一
月
三
十

翁
務
一
瞬
)

ム

農
業
共
済
組
合
、
震
業
共
演

標識取替日程表
年目 取替場所 取替 地区

11月21日 税務課 大村地区

22日
24日
26日
27日
2.8日
29日 三浦出張所 三浦地区

11 29日 鈴田出張所 鈴団地区

30日 松原出張所 松原地区

30日 高重出張所 福重地区

1 Z月 1日 萱瀬出張所 萱瀬地区

3臼 竹松出張所 竹松地区

4日
①備考時聞はいずれも午前九時よ り

午後四時まで

大
村
市
職
員
の
公
募

ム
職
名
お
よ
び
採
用
人
員

労
務
職

(
市
立
病
院
看
護
助

手

清
掃
姉
)
若
干
名

ム

受

験
資
格

的

学

歴

u
問
わ
な
い
が
学
校

教
育
法
記
よ
る
新
制
中
学

校
草
業
程
度
以
上
の
単
カ

在
有
す
る
も
の

例
年
令
は
、
看
護
助
手
H
十

八
才

t
ニ
十
五
才
清
掃
婦

H
十
八
才
l
一
ニ
十
才

村
女
子
に
眠
り
ま
す

科
大
村
市
内
に
居
住
す
る
誼

ム

試

験
の
万
法
お
よ
び
内
容

館
一
次
猷
験

教
養
鼠
験

第
三
次
鼠
験

身
体
検
査

ム
鼠
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

第

一
次
鼠
験

昭
和
三
十
七
舘
十
一
月
二

十
九
日
午
前
九
時

大
村
市
役
-一所
(
市
嬰
福

場一

第
二
次
試
験
日
時
未
定
一

ム

申

払

期

限

一

昭
和
三
十
七
年
十
一

月
二
十
一

七

日

ま

で

一

く
わ
し
い
こ
と
は
庶
務
餌
へ
お
一

間
合
せ
下
き
い
。

F

庶
掛
餅
)

口
顕
鼠
間

家
畜
商
の
隠
習
会

開
催

発
明
巡
回
相
談

F

農
林
牒
)
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寄生虫をなくしましょう

町ぐ るみが効果的

寄生虫には、 畑虫十二脂腸虫など箇々ありますが、日本人の半数以上はこれ

ら寄生虫の卵を持っているといわれております。この卵は約三ヵ月で成虫とな

り、卵を毎日生みながら人聞の栄養分や大切な血を吸 っているのです。そのた

めに腰痛、 頭痛、めまい、貧血などをおこしときには、目や耳から虫が出て生》

命を失う人もあ ります。寄生虫の駆除はI人1人で行うことも大切ですがl午

に1回か2回ftJ中の人が揃って良い薬を用いて伝播)Jを弱めることが一番効果

的です。そこで11月21I Iから11月初日まで全国寄生虫J防運動ぷ行なわれます

が当市でも寄生虫の全市一斉駆除運動を展開するようにじています。，この機会'

に一斉駆虫を行し、いろいろな病気をなくし、また予防につとめられるようお願 I

いします。 (保険衛生課)

J
尚

Y
H
U
V約
鋪
町
仙
"
ド
白
V
伊

h
u
v
H村
ハ
u
v
u
R
h凶
H

V
UL
VA
F
ハ

大

村

市

監

査

公

表

第

2
号

地

方

自

治

法

才

一
九

九

条

才

六
項

の

規

定

に

よ

り

補

助

団

体

に

対

す

る

監

査

を

執

行

し

た

の

で

そ

の

結

果

を

次

の

と

お

り

公

表

す
る
。

〈毎月1.日10.1:120自発行)

昭

和

三

十

七

年

十

月

二

十

五

日

林

田

恵安

同大
村

市
匡と

査
委
員

島

トゲン車を

利用しましょラ

レン
町名当

下久原

該同
封
e

F
r1
 

9.30"-11.30 

時実 施場所

下久原公民舘

日

11月29日

施

吉彦

実

前舟津東浦1.00-6.30 前舟津公民舘

農村地区の結核検診をつぎの日

程で実施します。

該当者には、個人通知をいたしま

すので、 農繁期でいそがしいでし

ょうがもれなく受診してください

A 該当者

7才以上のもので、学校や事

業所等で集団検診を受けるも

のを除きます。

料金

無料てす。

その他ボタンやホ ックのない

下着であれば、そのまま受診

できます 時間はかかりまぜ

ん。

水計荒平

徳泉河内

上久原官舎

t4-) (3) (2) (1) 

監大大大大監 監監
査村村村村査 査査
の市市観市 の のの

結遺社光連対 時種
果族会協合 象" 期類
会福会防

大 十 よ昭補
祉犯

村五り和助
協組
議 A 地日昭三団
ム 同 区 ま和 十体
十三ミ( ーで 就 で 三 七 に
七 一 一 六六 取 十年対

EEZ里z対 七 六 す
一 一一 一 一策 年月る
士士士十 十協 六二 監
モ 与 τ て一議 月十査
旦旦旦旦旦会 二 日

交交めず規の付 た用助あ重にが認 付

ttZ暴言E号ぶ。完EQ暴露、め し童会
まな奇aduuz蓄完官官ん
のの)指ていそが る旨 結、て的事金 お主:f
がと指令補たのち こに果執いじ託 {い 守口

36詰星空言語 室長225522ミ
ーな発式唱をのに金 めつむもう効む援市

君主主皇誇斎要妥 完正義宅定書ニ宮妥
被徴た業算と測 さ困つ体判特団は対 条寄金

に 普い定 なれ難いに然定体 か し件暑の

話事定事塁手品々 雲義喜ポと霊室長芝芝き語
体導つるレ、 し市 のじのてな費務 たの明 ?に

主主三宮EE返還室示若君主袋詰日若e者三
25野冬露関そ55害2555黙認
室主若者重徳学実 皇室霊誇雲示警護思議事
営めのし事 決分の 料に に団がは 助を に助令

書5詩吟21紅会職大詰ゴ
f2~五 EZ ぷ警欝開雲 対村宗雪雲塁
ポ霊手意書3季語尖宇 策地弓五写室
て面白七つの一事佐村大 震..p費

智美巨石E警喜善司室 協区 警雲警
報号車関与長菜室 議就 25量

赤佐古

大多式

9.30-11 00 

L&O- 4.00 

10.00-11.0。
9.30.....11.00 

1.00-L 00 

荒平公民舘

徳泉河内公民舘

上久原公民舘

赤佐d公民舘

東大村小学校

11月30日

ロ月 1日

12月 38

A 

A
U
 

出硯頭水郷
拓
代

中
開
綱

子
岳
先

勝
目
陸

連
石
溝

後木場向木場

須田ノ木地ノ坊 草場

新城

雄ヶ原

横山頭

武部田ノ平

1.00-L&O 

3.00- 4.00 

9.30，，-10.30 

9.30-1Z.0。
1.30-.3.30 

1 O. OO...:..lL 0。
1.30-3.30 

後木場公民舘

雄ケ原公民舘

横山頭公民詣

今村公民舘

松鶴荘横

総代宅前

漁協

12月 4日

口
H
民
u

同
月
内

4
噌

A

12月6日;

11.00-1Z.0。溝陸公民舘

二ユ
十
六
年
度
本
商
よ
り
六
万
五
千
一
の
補
助
金
は
紋
入
総
額

ω四
十

・

一
百
円
の
補
助
委
け
て
い
る
-
一
七
四
%
を
占
め
て
お
り
、
一
方
支
一
川
中
学
及
び
高
校
卒
業
の
就
職
者

一

一

出
に
つ
い
て
は
支
出
済
額
は
十
四
一
t

一

l
本

協

議

会

の

構

成

一

一

帯
激
励
す
る
た
め
大
付
市
公
民

一

一

万

三

千

七

百

七

十

円

で

八

十

九

・

一

一

と

事

業

に

つ

い

て

一

一

舘

及

び

川

棚

申

学

校

に

お

い

亡

一

一

七

八

%

の

執

行

率

と

な

っ

て

お

り

一

一

。

一

一

激

励

大

会

老

実

施

し

た

。

一
本
協
融
会
は
会
長
一
名
、
副
会
一
乙
の
中
で
事
業
費
十
一
ニ
万
九
千
四
一

一
長
二
名
、
幹
事
一
芋
一
一
名
、
重
一
百
八
十
七
円
は
、
支
出
総
額
の
九
一
大
村
市
連

合

一〈
職
業
安
定
所
職
員
兼
務
)

一
名
一
十
七
・

O
二
%
そ
占
め
て
い
る
。

一

一か
ら
な

っ

て

お

り

、

次

の

事

業

巷

一

一

防

犯

組

合

一

一

3
事

業

実

施

状

況

一

一

行

な

っ

て

い

る

。

一

一

一

一

本

組

合

は

犯

罪

の

ほ
れ
社
会
径

一
ω
一
般
求
職
者
を
は
じ
め
、
学
卒
一
昭
和
三
十
六
年
度
に
実
施
し
十
一

同

一

身
体
障
害
者
、
母
子
家
庭
、
低
一
主
要
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
つ
く
る
と
と
キ
理
想
と
レ
て
、
各

一

一

一

地

区

防

犯

組

合

の

連

絡

巻

強

犯

し

即
一
所
得
者
等
の
職
業
紹
介
及
び
指
一

ω中
学

及

び

高

校

卒

業

者

の

就

職

一

ー

津
一
導
な
ら
び
に
職
業
補
導
、
職
業
一
促
進
対
策
と
し
て
、
各
学
校
指
提
携
し
て
防
犯
慰
霊
昂
揚
す

一
訓
練
所
入
所
長
ず
る
あ
つ
旋
一
導
主
事
、
教
育
華
民
会
事
務
局
言
的
意
つ
で
昭
和
三
十
倍
十

世
間
公
益
業
、
澱
粉
事
業
等
一
時
一
職
員
、
職
業
安
定
所
職
員
か
ら
つ
月
十
日
よ
お
足

υ
た
も
の
で

一
に
大
量
の
労
働
力
翼
事
と
す
一
な
る
職
業
指
導
打
合
会
(
申
学
一
事
務
所
棋
大
村
市
役
所
内
に
お
い

一

一

1

一
て
お
り
、
昭
和
三
十
六
年
度
本
市

一

る
事
業
、
そ
の
他
管
内
県
外
の

一

に
つ
い
て
四
回
、
高
校
に
つ
b
一

川

一

求
人
開
柘
。

一
て
三
回
)
を
開
く
と
共
に
、
高

一よ
り
七
万
五
平
円
の
補
助
を
う
げ

一

一

一

て

い
る
，

二

室
内
お
労
働
市
場
の
情
報
蒐
一
校
生
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
者
名
古
一

山
一
集
。

一

富
市
及
び
そ
の
周
辺
に
九
十
七
一

l
本

組

合

の

構

成

と

一九
・
九
七

%
の
執
行
率
串
示
し
、
一
昂
場
、
宣
伝
観
光
栴
撃
助
黒
促
一

i

一

名
就
職
さ
せ
た
。

一

事

業

に

つ

い

て

一
支
市
済
額
甲
車
業
費
(
十
二
万
五
一
進
レ
、
も
っ
て
観
光
客
の
誘
致
を
一

2
予

算

執

行

状

況

(

一

ω就
職
に
つ
い
て
の
啓
蒙
宜
伝
の
一

i
一
千
可
百
七
十
一一一円
)
の
占
め
る
劃
一
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
文
化一

三

十

六

年

度

決

算

見

一

一
環
と
し
て
本
語
全
名
、

一
定
組
合
は
、
組
合
長
一
名
、
主
合
は
八
十
四
・
七
七
ん
と
よ
っ
て

7
生
、
豪

に

資
す
る
た
め
土

込
額
)
に
つ
い
て
一
申
学
及
び
高
校
の
指
導
主
事
十
一
組
合
長
石
、
常
任
理
事
土
ハ
ヨ
い
る
・
.
7

一日
可
美
村
商
工
会
議
所
内
に
お
一

一
名
か
ら
な
る
視
察
署
関
西

一理
事
二
十
八
名
、

願

望

九

名

一

一い
て
い
る
。

一

及
び
閉
京
万
面
の
工
場
に
派
遣

一
監
査
役
二
名
、

幹
事
ご
名
、
瞥
記
一

3
事

業

実

施

状

況

に

一

一

し
、
ま
た
県
外
就
職
者
の
父
兄
一
一
名

寄
職
員
兼
務
)
よ
り
な
っ

一

つ

い

て

一

t
本

協

会

の

構

成

と

一

一て
お
り
、
次
の
事
暗
雲
行
っ
て
い

一

一

事

業

に

つ

い

て

一

四
十
名
か
ら
な
る
視
察
団
争
壁

一

一

昭
和
三
十
六
年
度
に
お
い
て
実
一

一

一
る。

一

一

一

知
県
津
島
市
の
紡
績
工
場
視
察
一

一施
さ
れ
た
事
業
の
お
も
な
も
の
は

一

本
協
会
は
観
光
に
関
係
者
有
す

一

の
た
め
、
本
議
会
職
員
に
引

布

市
内
各
地
区
防
犯
組
合
の
連
絡
一次
わ
と
お
り
で
あ
る
・

一る
個
々
の
業
者

{法
入
場
合
む
)

一

調
整。

一

一

一

z

ー

一

ω市
内
十
八
ケ
所
に
防
犯
灯
設
置
一働
区
別
組
織
岩
及
び
掌
種
別
組
織
一

∞
地
区
内
防
犯
組
合
の
防
犯
対
策

一

一

一

一
ω各
地
区
防
犯
組
合
に
防
相
掲
示

一者
キ
も
っ
て
、
組
織
さ
れ
て
お
り

一

の
総
合
的
企
画
調
高
研
究
。

一

一

一

一

板
場
各
一
-Y
設
置
(
八
ケ
所
)

一現
在
会
員
は
二
十
二
組
合
で
、
役
一

倒
防
犯
情
報
F
交
換
及
び
防
犯
抱

一

)

一

一

一

ッ
ト

「最
近
に
一員
は、

会
長

一
名
、
副
会
長
四
名

一

設
の
強
州
促
進
。

一

一

一

一

お
げ
る
少
年
犯
罪
の
あ
ら
ま
し

一事
務
理
事

一
名
、
常
務
顕
事
十
一
一
一
一

例
防
犯
宣
伝
と
事
業
の
指
導
計
画

一

一

一

一

」
「盗
犯
の
実
態
」
を
防
犯
組
合
一
名
、
理
事
二
十
一
一名
、
事
務
職
員
一

ω防
犯
団
体
及
び
防
犯
功
労
者
の

一

一

一

一

指
導
者
用
と
し
て
印
刷
し
配
布
一
一一名
と
な
っ
て
い
る
。

一

表
彰
。

一

一

一

一例
市
内
箕
島
に
お
い
て
問
題
児
と

一

本
協
会
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

一

川
そ
の
他
乙
の
会
の
目
的
を
達
成

一

一

一

一

少
年
剣
道
部
の
指
導
錬
成
会
者
一
観
光
に
闘
す
あ
宣
伝
、
紹
介
及
び
一

す
る
た
め
必
要
な
事
項
。

一

一

一

一

開
催
。

一調
杏
研
究
、
観
光
客
め
梧
遇
に
必
一

2
予

算

執

行

状

況

に

お

大
対
警
察
暑
に
お
い
て
少
年
剣
一
要
な
機
関
の
設
置
、
経
営
、
ぁ
二

つ

い

て

道

大

会

を

開

催

回

せ

ん

、

土
産
品
、
郷
土
民
芸
の
育

成
紹
介
、
観
光
紹
介
、
資
料
の
発

行
販
売
範
の
事
業
券
行
っ
て
い
る

く保険衛生課〉
日泊山境釘ノ頭1.00-LCO 三浦出張所

館

一

民一公一陣一
昭
如
一
ニ
十
六
年
度
予
算
執
行
状

一況
は
表
一

の
と
お
り
で
、
収
入
に

一つ
い
て
は
予
算
現
額
十
六
万
百
四

一十
円
に
対
し
般
入
済
額
は
十
五
万

四
千
八
百
六
十
七
円
で
九
十
六
・

七一

%
の
収
入
率
警
が
し
、
本
市

Z 000 
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大
村
観
光
協

ム一
A

2
予

算

執

行

状

況

に

つ

い

て

針 1ノ6久ノ"01ノ5，， 867

昭
和
三
十
六
犀
度
目
げ
算
は
、
表
一

一の
と
お
り
で
牧
入
に
つ
い
て
は
一

予
算
現
額
T
四
万
七
千
九
百
一
一
一
十
一

円
に
対
し
、
般
入
済
額
は
十
四
万
一
本
協
会
は
、

商
工
令
議
附
の

一

七
千
九
百
三
十
円
で
収
入
率
百
%
一事
業
部
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
昭
和
三
十
六
佳
度
決
算
に
よ
り

支
出
に
つ
い
て
は
支
出
済
額
は
十

一あ
る
が
、
昭
和
三
十
六
日
埠
度
よ
り
せ
は
表
三
の
と
お
り
で
、4
般
入

四
万
七
千
八
百
九
十
一
一一同で
九
十

一名
実
共
に
独
立
し
、
観
光
思
想
の
一に
つ
い
て
は
予
算
現
額
百
五
十
三
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万
九
千
百
一
-
十
七
円
に
対
し
、
股
一を
は
じ
的
佐
賀
の
-
都

(鹿
島
、

コ
ニ
十
五
名
及
び
職
員
一
-名
よ
り
な

入
済
額
は
百
五
十
六
万
一
千
四
百
嬉
野
、
武
雄
)
に
出
か
け
る
と
と
一
っ
て
お
り
、
次
の
事
業
主
管
行
う
と

十
七
円
で
政
入
率
百
一
・
五
一
一
%
も
に
、
観
光
絵
は
が
き
の
作
成
等
一
と
に
な
っ
て
い
る
。

巻
一不
し
、
支
出
に
つ
い
て
は
支
出

観
光、

貫
伝
、
誘
致
に
努
力
し
、一

ω生
治
関
難
者
に
対
す
る
無
利
子

済
額
は
百
四
十
五
万
七
干
八
百
十

二

万
市
内
穣
客
業
者
に
観
光
大
村
一
の
福
祉
資
金
の
貸
付

二
円
で
九
十
四

・
七
二
%
の
執
行
一の
再
認
織
や
深
め
さ
せ
る
た
め
、
一
例
社
会
福
魁
ぞ
目
的
と
す
る
事
業

率
と
な
り
翌
年
度
へ
十
万
四
干
六

一市
内
観
光
琳
巡
り
等
和
実
施
し
て
一
の
連
絡
な
ら
び
に
総
合
的
計
画

百
五
円
の
繰
越
と
な
っ
て
い
る
。一

い
る
。

一例
社
会
福
祉
場
目
的
と
す
る
事
業

収
入
済
額
申
市
よ
り
の
収
入
金

一

一

の
調
査
、
研
究
な
ら
び
に
指
導

室
十
八
万
三
千
円
で
一
一
平
七
・

一
社

会

福

祉

協

市

民

生

委
員
、
児
童
書
員
、
長

一三

%
者
占
め
て
い
あ
が
、
と
の

一

一

司

等

社

会
構
祉
奉
仕
者
の
連
絡

う
ち
至
高
が
委
託
事
業
費
と

一
議

会

一

な
ら
び
に

裏

し
て
八
万
ゴ
手
円
が
補
助
金
と
し

一

一

ω関
係
行
政
機
関
な
ら
び
に
関
係

て
受
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一

妻

は
昭
和
三
十
一

定

章

一

ず
る
団
体
と
の
連
絡
協
調

一し
、
昭
和
一
千
六
年
六
日
に
社
会

一例
社
会
福
祉
巻
目
的
と
す
る
事
業

3
事
業
実
施
状
況
に
お
祈
法
人
と
な
っ
た
も
の
で
、
大
一

の
広
報
草
伝

つ

い

て

一村
市
内
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
目
一例
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の
研
究

昭
和
子
六
年
度
に
お
い
て
は

ち

Z
霊

長

率

的

喜

と
一
安
同
募
金
会
と
の
連
絡
な
ら
び

基
本
原
業
と
し
て
春
の
桜
祭
、
納

一組
織
的
活
動
あ
促
進
し、

も
っ
て
一
に
協
力

涼
祭
(花
火
大
会
、
盆
踊
り
、
納

一社
会
福
駈
の
憎
進
を
は
か
る
目
的
す
そ
の
倒
本
会
の
目
的
達
成
に
必

涼
圏
、
大
村
及
び
松
原
海
水
浴
樹
三
有
し
、
都
務
所
美

村

市
役
所

一
一
要
事
業

よ
一内
に
お
い
て
お
り
、
昭
和
三
十
六

一

}
並
び
に
お
宮
日
祭
の
運
営
を
三
密
度
に
そ
て
ま
、
市
よ
]
一
ニ
十

一

2
予

算

執

行

状

況

に

し
、
大
村
梅
水
浴
場
に
は
、
見
張

一

b

・f

・-

一

一万
九
平
五
百
円
の
補
助
を
う
り
て

一

つ

い

て

や
ぐ
ら
、
砂
遊
び
場
、
女
子
専
用

一

一

シ
ャ
ワ
ー
室
、
飛
込
台
等
の
新
竺
い
る

一
昭
和
三
十
六
年
度
決
算
に
よ
り

及
び
夜
間
照
明
、

公
衆
電
話
、

拡一

l
本

会

の

構

成

と

一示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

声

機

の

般

置

等

設

備

の

著

書

一

事

業

一
ω一
般
会
計
に
つ
い
て
予
算
現
額

っ
て
い
る
。

一

一

九
十
九
万
七
千
三
百
十
円
に
対

ま
た
、
観
光
レ
コ
ー
ド
の
製
作

一
本
会
は
会
員
百
四
十
一
名
で
、
一

し
般
入
済
額
は
、
百
万
八
千
六

販
売
観
光
案
内
議
長
置
及

一貨

は

庫

区

い

副

会

直

情

一

十
三
円
で
百

7
0八
%
、
支

び
観
党
宣
伝
の
た
め
、
畏
崎
県
下
一
理
事
品
川
名
、
監
事
コ
名
、
評
韻
員
一
出
演
額
は
、
七
十
四
互
十
四
百

五
十
二
円
で
七
十
四
ム
ニ五
%

手
会
よ
り
五
万
円
の
寄
附
に
よ
一
り
と
な
っ
て
い
る
。
一

4

支
度
資
金

の
執
行
率
お
示
し
て
お
り
、

一一

る
も
の
で
あ
る
.
一
般
入
済
額
一
万
二
千
九
百
三
十
一
二
十
一
一
一
万
六
千
三
百
円

十
六
万
六
千
六
百
十一

円
が
翌
一

(

表

五

容

照

)

一

七

円

一

5

技
能
修
得
責
金

六
干
同

年
度
ヘ
繰
越
さ
れ
て
い
る
が
、
一

川
退
職
手
事
特
別
会
計
及
び
福
祉
一
支
出
済
額
二
干
九
百
四
一

6

家
屋
補
修
費

収
入
の
う
ち
、

共
同
募
金
配
分
一
資
金
欠
損
補
て
ん
金
会
計
に
つ
一

差
引
残
額

(
翌
伝
度
へ
の
繰
越
額
一
コ
万
一一一千
六
百
五
十
円

金
十
八
万
円
は
、
収
入
さ
れ
た

一

い
て

一

)

一

万
三
十
七
円
一

7

葬
祭
費

三
千
円

も
の
と
し
て
都
理
さ
れ
て
い
る

一

刊
退
職
手
当
特
別
会
計
に
つ
い
一

一8

医
療
費
九
千
三
百
五
十
円

が
と
れ
砿
、
ま
だ
収
入
さ
れ
て

一

て

一

3
事

業

実

施

状

況

一

9

助
障
費
一
万
三
千
百
五
+
円

お
ら
ず
、

実
際
の
鱗
越
額
は
八

一

本
会
計
は
窓
会
職
員
の
退
職
手
一

に

つ

い

て

一

計

六

十

五

万

一

千

四

百

円

万
六
千
六
百
十
}
円
と
な
っ
て
一当
支
給
に
つ
い
て
昭
和
三
十
六
年

一

一
ω世
情
更
正
賢
金
約
委
託
貸
付
状

い
る
。
ま
た
市
よ
り
の
補
助
額
一度
申
途
よ
り
も
う
貯
ら
れ
た
も
の
一
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
い
て
実
一
況
に
つ
い
て
県
社
会
福
松
協

は
、
収
入
済
額
の
三
十
・

七
O
一で
昭
和
三
十
六
年
度
の
政
支
状
況
一備
さ
れ
た
お
も
な
る
事
業
は
、
次
一
酪
舎
の
竪
託
を
う
り
て
、
世
稽

%
点
占
め
て
い
る。

一は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

一の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
一
更
正
資
金
わ
貸
付
の
取
次
事
務

委

四

蒼
州
)

一政
入
済
額
-
万
五
平
百
六
十
ニ
円
一
川
福
祉
資
金
の
貸
付
状
況
に
つ
い
一
巻
行
っ
て
い
る
が
昭
和
三
十
六

ω掲
秘
資
A
V
貸
付
余
計
に
つ
い
て

一支
出
荷
額
三
千
九
百
六
十
円
一
て

昭
和
三
十
六
年
度
末
現
在
一
年
度
の
貸
付
状
況
は
次
の
止
お

予
算
現
額
百
三
十
七
万
七
千
一差
引
残
(
額
翌
毎
度
へ
の
繰
越
額
)
一
で
福
祉
資
金
(
百
一
一
一
十
一
一
万
円
一
り
で
あ
る
。

四
百
円
に
対
し、

収
入
済
額
は

一

}

万
一
千
二
百
=
円

一
)
の
貸
付
状
況
そ
種
類
別
に
示
一

1

生
業
資
金
百
二
十
七
万
円

百
ニ
十
二
万
八
千
四
百
五
+
円
一

削
福
祉
資
金
欠
損
補
て
ん
金
会
一
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
・
一

2

家
屋
補
修
費

で
八
+
九
・

一
九
%
支
出
済
額
一
計
に
つ
い
て

一
1

生

活

資

金

一

二
十
九
万
五
千
円

は
五
十
五
万
九
千
八
百
五
十
円一

福
世
資
金
貸
付
に
つ
い
て
、
欠
一

二
万
五
千
五
百
五
十
円
一

3

医
療
費
四
十
五
万
三
平
円

で
四
十
・
六
五
%
の
執
行
率
と
一

損
が
喧
じ
た
場
合
の
補
て
ん
準
備
一
2

生
活
資
金
各
地
区
配
分
金
一

A

技
能
修
得
費

一
万
八
千
円

な
り
、

翌
配
度
へ

六
+
六
万
八

一金
に
つ
い
て
、
特
別
会
計
を
も
う
一

十
=
万
七
平
円
一

5

支
度
資
金

一
万
五
千
円

干
六
百
円
繰
越
さ
れ
て
い
る
が

一け
て
処
理
し
て
あ
り
、
昭
和
三
十
一
3

生
業
資
金

一

計

二

百
五
万

一
千
円

と
れ
は
資
金
総
額
百
三
十
二
万
一六
年
度
の
政
支
状
況
は
次
の
と
お
一

二
十
万
七
千
四
百
円一

ω心
配
C
Lr
相
談
所
の
開
設
単
備

円
の
五
十

・六
五
%
帯
示
し

て

に

つ

い

て

民

生

、

児

童

委

員

お
り
、
関
係
当
局
に
お

か

れ

て

等

社

会

福

祉

奉

仕

者

の

協

力

を

は
、
当
骸
資
金
の
運
用
に
つ
い

え
て
、
心
配
C
と
相
談
所
を
開

て
は
、
よ
り

一
層

の

努

刀

が

望

般

し

、

低

所

得

者

、

母

子

家

庭

ま

れ

る

.

な

お

資

金

は

県

よ

り

等

要

保

組

問

者

の

内

職

、

生

活

七

十

-

万

円

、

本

市

よ

り

五

十

保

護

.

母

子

福

祉

、

保

健

等

各

六

万

円

の

補

助

及

び

大

村

市

母

種

の

相

談

じ

応

じ

、

と

れ

ら

の

りよだ政市村大〈毎月1臼.10目.U自発行〉
昭和17年11月fO日
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解
決
に
寄
与
し
、
自
立
更
生
の

2
予

算

執

行

状

況

援
助

に

努

め

る

た

め

に

昭

和

三

-

昭
和
三
十
六
年
暖
決
算
に
よ
れ
一

十

七

年

度

よ

り

開

敵

す

ベ

く

関

一

一

一
ば
表
七
の
と
お
り
で
、
収
入
γ
つ
一

係
各
方
面
に
対
し
努
力
が
よ
さ

ー

一

一

2
。

A

本
会
は
、
遣
軍
巻
善

じ
、
金
一
い
て
は
予
算
額
二
十
八
万
五
千
円
一

1
1

一員
の
相
互
扶
助
、
自
力
更
正
の
途
一に
対
し
収
入
総
額
は
二
十
七
万
一
ニ

小山人
道
真
珠
共
同
作
業
所
に
つ
、

一

一

一

U
一巻
構
ず
る
と
と
も
に
、
思
想
の
善

一千
九
百
三
十
円
で
九
十
五
・
八
%
一

て

低一
附
得
者
の
自
立
更
正
施
一

一

一

一
導
、
週
義
の
向
上
を
は
か
り
、
卒

一の
執
行
率
舎
が
し
、
市
の
補
助
金
一

策
の
一
環
と
し
て
、
市
内
甑
肪
一

一

一

一
釦
再
建
に
貢
献
す
る
目
的
を
も
っ一

の
収
入
総
額
申
に
占
め
る
割
合
は
一

郷
に
人
造
真
珠
共
同
作
業
所
長
信
一

一

一

一て
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
発
足
し

一十
八
・

三
%
と
な
っ
て
お
り
、
安一

開
設
し
、

生
産
指
導
に
当
っ
て
一

一

一

一た
も
の
で
、
事
務
所
老
大
村
市
役
一出
に
つ
い
て
H
予
質
額
じ
対
し
支
一

い
た
が
、
人
造
真
珠
業
界
の
不

一

一

一

一所
内
に
お
き
、
、昭
和
三
十
六
年
度
一出
総
額
ニ
十
主
万
六
千
三
百
七
+
一

振
に
よ
り
現
在
閉
止
し
て
い
る

一

一

一

一市
よ
り
五
万
円
の
補
助
梧
う
付
て

一
}
円
で
八
十
九
・
九
%
の
執
行
率
一

4
生

活

資

金

に

貸

付

一い
る
。

一と
な
っ
て
い
る
。

一

つ

い

て

一

i
本

会

の

事

業

と

一

3
事

業

実

施

状

況

に

一

福
祉
資
金
の
ろ
ち
、
生
清
資
金

一

構

成

一

つ

い

て

一

一

・
一
昭
和
三
十
六
伍
度
に
お
い
て
要

一

の
貸
付
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十

一

本
会
は
裏
目
的
達
成
の
た
め

一腕
さ
れ
た
事
業

主

な
る
も
の
は一

四
年
度
よ
り
各
地
区
民
芸
員

十次
の
事
雲
行
う
と
と
に
な
っ
て

支

の
と
お
り
で
あ
る
。

一

総
務
に
当
鞍
資
金
の
前
渡
を
行
い

一号
、
本
会
の
構
成
は
会
呈
名
一
ω日
本
遺
族
会
主
催
の
富
士
市
F

一

貸
付
雲
蓄
せ
て
い
る
が
、
豆
副
会
長
二
名
、
監
事
ニ
名
、
理
事

一

育
館
の
を

に
お
け
る
青
年
郡
一

だ
襲
ぎ
れ
た
と
と
村
な
く
、
そ

一十
五
名
及
び
襲
職
員
一
名
よ
り
一

研
修
会
に
大
村
青
年
部
代
表
参

一

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
一
な
っ
て
い
る
。

一

加。

一

後
少
な
く
と
も
年
に

一
回
は
、
精
一
ω祭
紀
に
関
す
る
事
項

一川
長
崎
県
連
合
遺
族
会
主
械
の
靖

一

算
ぎ
せ
貸
付
状
況
各
事
考
と
し
て

一川
牛
活
擁
護
品
目
的
と
し
た
相
互

一

国
神
社
団
体
容
拝
参
加・

一

あ
ら
た
に
資
金
裂
を
窃
つ
よ
う
一

言
及
び
更
正
福
利
に
関
す
る
一
ω長
崎
県
連
合
遺
族
会
婦
人
部
代一

に
す
る
の
が
適
当
と
思
料
さ
れ
る
一

事
項

一
表
者
の
遺
族
処
遇
改
善
に
つ
き
一

な
お
昭
和
三
十
六
年
度
末
に
お
一芸
員
の
皇
、

親
陸
、

撃

に

一

清

咽

上
京
に
本
市
よ
り

喜

一

Z地
区
別
貸
付
状
況
は
表
六
の
一

関
す
る
事
項

一色

町
県
忠
翠
塔
春
秋
慰
霊
祭
に

一

と
お
り
で
あ
る
。

一例
身
上
震
に
関
す
る
乙
と

一
(協
力
。

一

例
関
係
官
庁
団
体
等
と
の
連
絡
接
一

ω長
崎
県
青
少
年
代
表
者
沖
縄
巡
一

衝
に
関
す
る
事
項

一

Eし
協

力

。
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理下

l
概

況

2
予

算

執

行

状

況

一名

議
訟
の
事
室
処
理
す
る
本
事
一
昭
和
三
十
六
年
度
及
び
昭
和
三
一
句

務
局
は
事
栴
間
畏
以
下
八
名
が
配
一十
七
年
度
(
一
一
一
十
七
年
六
月
三
十
一ヵ

置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
を
分
担
一日
現
在
)
の
予
箪
執
行
状
況
を
目
一り

執
行
し
て
い
£
が
、
職
員
の
配
置
一別
仁
示
せ
は
表
ニ
お
よ
び
三
の
と一
常

状
況
は
表
一
の
と
お
り
と
な
っ
て
一
お
り
で
あ
る
。
市
と
し
て
指
定
を
う
貯

りよ大村市政だ〈 昭和n年 11月20日
昭和H年4月日目第三種劃便物認可〉 (四)

大
村
市
監
査
公
表
第

3
り

地
方
自
治
法
才
一
九
九
条
才
三
項
の
規
定

に
よ
り
定
期
監
査
を
執
行
し
た

の
で
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

(才331号)

昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十
五
日

同大
村

監
査
委
貝

三 林

田

恵安

島

九
三

z-ZE
---Ez-
-=ZE
---z-EEE
F--E三
三
三
三

EZEE
-===E----ZFEEZE-ZEM--z-z=Ez--2="g百

一
監
査
報
告
書
…

-========-==
==
=-==-=
-=-====
-=======
===========-====
22==2--===zz==22====円

定
期
監
査
及
び
補
助
団
体
に

対
す
る
監
査

山
監
査
の
対
象
及
び
時
期

議
会
事
務
局

(
七
月
二
十
四
日

)

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
(
七
月
二
十
六
日
)

公

平

委

員

会

(

七

月

二

十

六
日
)

消
防
本
部

(
七
万
三
十
日

ゾ

山
監
査
の
結
果

川
監
査

の
種
類

議
会
事
務
局

い
る
。
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旅

費
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給
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つ

い

て

旅

費

一

一額
に
つ
い
て
そ
の
算
定
を
誤

っ

て

一

消
防
行
政
事
雲
担
当

Z同
一支
給
さ
れ
た
も
の
が
み
う
げ
ら
れ
盃
行
年
月
日
の
記
載
の
な
い

企

の
帳

簿

義

け

盆

配

分

類

吟

諮
軒
諸
説

u
tさ
た

の

で

今
後
議
さ
れ
た
い
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一の
が
多
く
み
う
貯
ら
れ
、

叉
市
長
一理
ず
る
の
が
適
当
台
思
料
す
る
。

四
名
付
配
置
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
事
務
一

3
関

係

諸

帳

簿

に

一決
裁
の
棄
を
し
た
も
の
で
市
主

ω消
防
団
員
に
貸
与
し
↑
物
品

を
分
担
執
行
し
て
お
り
、
年
々
消
一
つ
い
て

一印
の
も
れ
て
い
ザ
ぬ
も
の
が
か
な
り
一
に
つ
い
て
、
分
団
長
名
の
受
領
書

防
機
械
器
具
の
充
実
を
は
か
る
と
一
関
係
諸
帳
簿
の
整
理
は
、
お
お
一
あ
っ
た
の
で
今
後
注
意
ぎ
れ
た
い
一
を
徴
し
て
い
る
が
、
物
品
を
き

と
も
に
、
火
災
予
防
、
水
防
対
策
一
む
ね
良
好
と
留
め
ら
れ
た
が
、
次
一
川
業
略
目
誌
等
の
記
載
に
つ
い
一
ず
る
場
合
は
現
行
規
程

ιよ
れ
ば

活
勺
い
て
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
一
の
時
点
に
留
意
是
止
さ
れ
た
い
。

一て

一
部
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書
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あ
っ
た
の
石
与
雪
げ
た
者
よ
り
領
り

E

一

ω文
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い
て
数
年
三
で
以
後
注
庸
ず
る
乙
と
。
百
ず
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に
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め
ら
れ
で
あ
る

2
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算

執

行

状

況
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分
ま
と
め
て
積
込
ん
だ
も
の
一
糾
消
防
団
に
交
付
し
あ

f
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留
意
さ
れ
た
い
。

ω昭
和
三
十
六
年
度
及
び
昭
和
す
」
年
産
別
区
分
が
な
さ
れ
て
一

つ
い
て
本
部
用
備
品
台
帳
及
び
消
一
語
、
消
防
団
員
に
貸
与
す
あ

三
十
七
年
度

(
三
十
七
年
六
月
三

一
い
な
い
も
の
が
み
う
げ
ら
れ
た
の

言

受

払

吉

一
括
整
理
配
帳
し
一純
一
服
等
の
取
扱
に
つ
い
て
は
現
行

十
日
現
在
)
の
予
算
執
行
状
況
芸
」
区
分
レ
て
お
く
と
と。

一て
い
る
た
め
両
者
の
察
官
つ
の
物
品
貸
与
誌
が
整
備
し
更
に

項
別
に
示
せ
ば
表
九
お
よ
び
十
の
一
川
伺
文
書
に
つ
い
て
、
決
裁
及
一
き
り
し
吹
い
の
下
別
途
消
防
団
周
一
物
品
管
理
の
溝
正
あ
図
ら
れ
た
い
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